
 

１．件名：「日本原燃(株)の設工認申請に係るヒアリング（再処理施設(2－34)、

廃棄物管理施設(10)、MOX 燃料加工施設(2－5)）」 

 

２．日時：令和５年３月７日（火）１０時００分～１０時４０分 

１４時３０分～１５時４０分 

 

３．場所：原子力規制庁 １０階会議室（TV 会議により実施） 

 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部 

核燃料施設審査部門 

（原子力規制部新基準適合性審査チーム） 

古作企画調査官、大橋上席安全審査官、田尻主任安全審査官、羽場崎主

任安全審査官、大岡安全審査官、上出安全審査官、武田安全審査官、瀬

戸川安全審査専門職、髙梨安全審査専門職、清水係員 

日本原燃株式会社 再処理事業部 事業部付部長（設工認・耐震）他１２名 

東京電力ホールディングス株式会社 サイクル技術グループマネージャー 

北海道電力株式会社 原子燃料サイクルグループ 担当 

 

５．自動文字起こし結果 

別紙のとおり 

※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

 

６．その他 

提出資料 

「共通１２の整理方針」 

「至近の対応スケジュール」 

 

参考 

・ 日本原燃株式会社 再処理事業所 規制法令及び通達に係る文書（令和４年

１２月２６日） 

「日本原燃（株）から再処理事業所再処理施設の設計及び工事の計画の認可

申請を受理」 

https://www.nra.go.jp/disclosure/law_new/REP/180000120.html 

https://www.nra.go.jp/disclosure/law_new/REP/180000120.html


・ 日本原燃株式会社 再処理事業所 規制法令及び通達に係る文書（令和４年

１２月２６日） 

「日本原燃（株）から再処理事業所再処理施設の設計及び工事の計画の変更

の認可申請を受理」 

https://www.nra.go.jp/disclosure/law_new/REP/180000121.html 

・ 日本原燃株式会社 再処理事業所 規制法令及び通達に係る文書（令和４年

１２月２６日） 

「日本原燃（株）から再処理事業所再処理施設の設計及び工事の計画の変更

の認可申請を受理」 

https://www.nra.go.jp/disclosure/law_new/REP/180000122.html 

・ 日本原燃株式会社 再処理事業所 規制法令及び通達に係る文書（令和４年

１２月２６日） 

「日本原燃（株）から再処理事業所再処理施設の設計及び工事の計画の変更

の認可申請を受理」 

https://www.nra.go.jp/disclosure/law_new/REP/180000123.html 

・ 日本原燃株式会社 高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター 規制法令及

び通達に係る文書（令和４年１２月２６日） 

「日本原燃(株)から特定廃棄物管理施設の設計及び工事の計画の認可申請

を受理」 

https://www.nra.go.jp/disclosure/law_new/REP/180000124.html 

・ 日本原燃株式会社 再処理事業所 規制法令及び通達に係る文書（令和５年

２月２８日） 

「日本原燃(株)から再処理事業所 MOX 燃料加工施設の設計及び工事の計画

の認可申請を受理」 

https://www.nra.go.jp/disclosure/law_new/FAB/180000242.html 

・ 日本原燃株式会社 再処理事業所 規制法令及び通達に係る文書（令和５年

２月２８日） 

「日本原燃(株)から再処理事業所 MOX 燃料加工施設の設計及び工事の計画

の変更の認可申請を受理」 

https://www.nra.go.jp/disclosure/law_new/FAB/180000243.html 

  

https://www.nra.go.jp/disclosure/law_new/REP/180000121.html
https://www.nra.go.jp/disclosure/law_new/REP/180000122.html
https://www.nra.go.jp/disclosure/law_new/REP/180000123.html
https://www.nra.go.jp/disclosure/law_new/REP/180000124.html
https://www.nra.go.jp/disclosure/law_new/FAB/180000242.html
https://www.nra.go.jp/disclosure/law_new/FAB/180000243.html


別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:02 それではただいまから日本原燃株式会社とのヒアリングを開始します。 
0:00:06 本日のヒアリングは、令和 
0:00:08 4 年 12 月 26 日に申請のあった、 
0:00:12 ものと、令和 4 年或いは 5 年、2 月 28 日に申請があった、設計及び工

事の計画の申請についてヒアリングを行うものになります。 
0:00:21 まず規制庁側の出席者は本庁からハバサキセトガワ。 
0:00:26 ウェブリミックスで、コサク。 
0:00:28 シミズカミデオオオカオオハシタジリタカナシになります。 
0:00:35 それでは日本原燃から出席者の紹介と議題の構成の確認、説明範囲達成

目標を説明してください。それではよろしくお願いします。 
0:00:44 はい、日本原燃事務局中浜です。 
0:00:47 日本原燃が出席者紹介いたします。 
0:00:51 まず事務局より、サトウタカハシセガワ。 
0:00:56 藤野。 
0:00:57 中浜。 
0:00:58 イシハラ。 
0:01:00 本日御ご確認いただきますスケジュール関係で、共通 12 関係でシミ

ズ、 
0:01:08 一斉役員関係で、シノザキ、 
0:01:11 重大事故関係で、ホリグチ以上となります。 
0:01:16 ご確認いただきます資料でございますけど、スケジュールの方、ご提示

させていただきましたので、そちらの方から、 
0:01:24 説明を開始させていただきます。 
0:01:28 はい日本原燃の藤田です。 
0:01:30 委員の対応スケジュールなんですけど、ちょっとぎりぎりになってしま

ったんですが先ほど提示させていただいております。 
0:01:37 こちらはですね昨日、ヒアリング実施してまして、その状況を反映した

ものになってございます。 
0:01:43 主にですね 
0:01:45 設備構造の共通 12、それから溢水薬品こちらはスケジュールちょっと知

ってるんですが、口頭で、どういうことを考えているのかというところ
をまず整理させて認識合わせさせていただき、 



0:01:58 それから重大事故関係ですね、こちらも昨日の状況なんかを踏まえて予
定しておりますので、梅津参加してホリグチの方からこれ説明してもら
うことを考えております。 

0:02:08 よろしければ共通 12 の方から順番に説明していきたいと思います。 
0:02:15 すいません、規制庁化技術機能、耐震の話で何か火曜日に、今日出せる

かどうかも、まだ決まってないっていう話でしたけどその話はどうなっ
たんですか。 

0:02:29 日本原燃の宮野です。昨日ちょっとイシハラとも話しさしてもらいまし
て、今日耐震化というものの 01 と 31 ということで、人、杭、すいませ
ん。 

0:02:42 網羅性、あと金融機関の変更点の話は、今日夕方資料提出させていただ
きます。 

0:02:50 はい。規制庁亀井です。わかりました。予定通り出せますっていうこと
ですね。はい。 

0:03:00 じゃあ共通 12 の方でお願いします。 
0:03:04 はい。日本原燃清水です。 
0:03:06 今日功刀理事よりですけども、 
0:03:10 昨日のヒアリングでのご指摘も踏まえまして、まず、本日ですね、3 日

のヒアリングを踏まえた、 
0:03:21 全体の修正の方向性をちょっと取りまとめたちょっと資料を今以降用意

してまして午前中こちらを紙資料提示させていただきまして、本日の午
後、 

0:03:32 その更新の方についてご説明させていただきたいと思います。 
0:03:37 二本木の藤尾です。 
0:03:40 日本原燃藤尾です。画面共有用のパソコンからちょっと資料今供給でき

なくて、申し訳ないんですが、口頭での説明を今させてもらってます。 
0:03:50 共有できるようなったら画面共有させてもらいますのでよろしくお願い

します。 
0:03:57 はい。日本原燃志水です。はい。説明の方、続けさせていただきます。 
0:04:02 本日ご説明した修正方針、ご指摘等も踏まえまして、全体の見直し、見

直し方針と、今、代表でご説明させていただいている飛来物防護版の内
容を取り込んだ、 



0:04:15 共通 12 の資料、こちらの方をですね、9 日木曜日ちょっと今日の結果に
もよりますけども、資料の方、ご提示させていただいて、 

0:04:24 翌日、すみません期間がなくて申し訳ありませんけども、内容、資料の
方の内容の方をご説明させていただきたいと思っております。 

0:04:33 その内容を踏まえまして、14 日以降ですね、 
0:04:38 共通 12 の直し版プラス、月末の会合の 
0:04:46 方針みたいなものも合わせてですね、14 日以降資料の提出と説明の方を

何度かご説明させて、繰り返させていただきたいというふうに思ってい
るのと、 

0:04:57 代表の飛来物防護板以外の設備についてもですね、14 日以降、 
0:05:03 その内容を反映したものを順次ちょっと出していきたいというふうに考

えている状況です。ただ、今の会合に向けたこのヒアリングの日程を踏
まえると、 

0:05:16 なかなかちょっと具体の設備のところですね、比嘉飛来物防護板もちょ
っと何回かしっかりちょっとヒアリングに行っておけないというと、他
の設備については、 

0:05:26 入れられてもヒアリング 1 回ぐらいかなというちょっと今のスケジュー
ルの見込みでして、 

0:05:32 もともと考えておりました 3 月の会合の方で、外部衝撃の、2－1 のご説
明をするというものが、 

0:05:41 うまくいっても、飛来物防護板ぐらいになってしまうのかなというのが
今現状の認識でございます。 

0:05:48 はい、伊勢ヒアリングスケジュールの説明以上でございます。 
0:05:53 それではヒアリングスケジュールについて説明がある方、よろしくお願

いいたします。 
0:06:00 規制庁のタジリなんですけど、とりあえず共通 12 っていつ出てくんで

したっけ。 
0:06:05 日本原燃清水です。本日お出しするものは、今ちょっと中のコメントを

反映したものを用意してまして、早ければ 11 時ぐらいを目標にちょっ
と提出できるように対応させていただきたいと思ってます。 

0:06:20 午前中いっぱいかかりそうな雰囲気っていうことですね言っても早くは
ならないような気がするんで状況は理解しつつなんですけど、先ほどの



説明後なんですけど、会合でやるのは結局本動いたり絞ってっちゅう話
をされたでしたっけ。 

0:06:36 はい。日本原電シミズですはいうまくいってか、動いただと思ってま
す。 

0:06:43 規制庁田井です。その時防護板については、2－1 として、こういうふう
に整理しましたっちゅう話なんか中身の議論までできるように進めてい
こうとしてるかというと、どっちですかね。 

0:06:58 はい、日本円でシミズです。目標としては中身の方も盛り込みたい、い
ければというふうには考えておりますけども、ちょっと本日のヒアリン
グだったり、 

0:07:09 の状況を踏まえてちょっと見直しを、変わる可能性あります。 
0:07:16 規制庁舘です。本日出てくる資料が何まで書いてあるかがわからないの

で、ちょっと先行きが見通ししづらいところなんですけど、とりあえず
今日午前中出てきて午後のヒアリング次第後スケジュールとりあえず組
んではみたけれどこれが、 

0:07:30 どこまで中身まで踏み込めるかが今後決まっていくっちゅうことですか
ね。とりあえず状況だけはわかりました。 

0:07:42 あと姑息ですけど、 
0:07:44 開口で、 
0:07:47 一部だけって、どういう説明の仕方になるんですか。 
0:07:59 はい日本原燃の瀬川です。 
0:08:02 やはりガイド衝撃として全部意識、耳をそろえて終わらせるのが一番い

いんですけれども、進捗率 20％とか 30％みたいなですね、 
0:08:13 対象として説明しなきゃいけない全体母数がこれだけあって、そのうち

の、今回、5 番についての説明が完了してますというこの経過報告的な
感じには、 

0:08:24 色が出てしまうかなというふうに思うこれ認識はありました。以上で
す。 

0:08:32 いや、コサクですけど、今の説明の仕方も根本的に間違った方が、報告
的なヒアリングはただで聞いているだけなんで、あります審査会合でや
るということですから、 

0:08:48 審査がまだごく一部のものしかできないという状況にありで、一部をや
る意味がどこにあるんだっていう古藤なんですよ。 



0:08:58 何レックⅢで位置がどこにあるんだっていうことなんですよ。やるんだ
ろうっていうところの関係を説明してください。 

0:09:10 はい。日本原燃の千葉です。 
0:09:14 そそういう意味でちょっと視点がちょっとずれてたかもしれませんけれ

ども、最後にもしちょっと遅延がちょっと出たのでというかかけるとす
れば、 

0:09:25 どこまでが実力的に説明できるんだろうというのを、実際に攻めの姿勢
でヒアリングに、資料提出を実際に、 

0:09:35 製品、やはり不十分になるというのが、よく見えたというのができたい
ですんで、その中で、防護板だけを説明すると何の意味があるのか。 

0:09:47 安保からご説明があるとか、言われればですね、 
0:09:52 すいませんあの子、 
0:09:55 普通の置き方としては説明できるかとか、説明、回答で説明すると。 
0:10:03 そういう中途半端な考えで、医師を置いたものなの。 
0:10:07 コンパな。以上です。古作です。ちゅという、 
0:10:15 ここ、 
0:10:17 トップ列、教えたいという。 
0:10:20 だけだと。 
0:10:22 大井。 
0:10:23 意見交換にも調整にも何もならないのですけど、 
0:10:30 先ほど田尻が言った営業なこと。 
0:10:34 ていうと、説明の方針をっていうのはもう前回終わっているので、やる

意味がないと思って。 
0:10:41 います。 
0:10:42 で、何らか説明をし切るつもりできましたと。 
0:10:50 いう。 
0:10:51 ことでないと、会合での議題になりえないと。 
0:10:55 思うんですけど。 
0:11:05 その時に、防護盤だけ。 
0:11:11 処理し切るっていうのはまずありえなくて、 
0:11:15 結局、 
0:11:18 少なくとも竜巻であっても竜巻のパーツパーツそれぞれこういうものが

ありましてそれぞれこういうふうにやってますと。 



0:11:25 全体として整合がとれてますと言っていただかないと、 
0:11:32 クリアしていかないんだと思うんですよね。 
0:11:35 そうするとあくまで部分でしかなくて改めて次回にそろえて、もう一度

やりましょうねしかならないと思うんですけど。 
0:11:48 数そういう認識でいいですか。 
0:11:58 日本原燃の瀬川です。 
0:12:02 えっとですねコサクさんがおっしゃられたところの本当に同じことをで

すね、昨日の話を社内でしてまして、 
0:12:11 方針せ、全体の整理方針といったところろうをかけるのが次実力として

多分精一杯だろうなという話をしたんですけれども、整理方針だけかけ
たってそれ何の意味も成さないと、やはりな具体的な中身の分がないと
駄目だろうというのでじゃ何がいえるんだというので苦肉の策で今日、 

0:12:29 示したスケジュールになっているのが実態で、外傷としていつ苦労する
んだと言えば 4 月の会合、もう 1 回、残り分測り直して、しかも、防護
版もフィードバックしてみた時に全体俯瞰してみた時に相互に 

0:12:45 不整合ないよねということで繰り返しの説明になっていくだろうといっ
たところは 90 認識してる中で、何とか、28 の階層に、 

0:12:56 意味があるものをというので載せたのが今日のスケジュールでした。
で、実態として、 

0:13:03 やはり防護ネットで、前、先日まで議論させていただいた隙間問題です
ね、あれに対する議論をじゃあ 28 までに、 

0:13:14 やりつくせるかというと、多分やり尽くせないだろう、そう、そうする
とですね、やはり外傷全部 

0:13:21 報告するってのはそもそも無理なんだなといったところを 
0:13:25 改めて認識してたのが昨日までの、 
0:13:29 状況でございます。以上です。 
0:13:32 規制庁コサクです。今の発言も問題があって、 
0:13:37 議論をし尽くすのは会合なのですよ。 
0:13:40 なので、 
0:13:41 議論尽くしてないから、会合出せませんっていうのはもってのほかで

す。 
0:13:47 なのでいいから出してくれという話にもなりかねないんですけど。 



0:13:52 説明し切って議論できるような状態にしますというのが、まだ準備が整
わないんですと。 

0:14:03 いうことであれば、 
0:14:06 そうですかということでしかない。 
0:14:09 ですけど、 
0:14:11 またこれも繰り返しになりますけど、皆さん申請してるんじゃなかった

でしたっけっていう。 
0:14:17 ことになるんですけど。 
0:14:22 準備が整わないということであれば、そういうふうに言っていただきつ

つ、少なくとも 
0:14:29 累計というカー。 
0:14:31 こういう体系で説明していくつもりですということはあわせて行っても

らわないとなというふうに思いますのでよろしくお願いします。 
0:14:46 はい。日本原燃の人が承知いたしました。 
0:14:53 その他、規制庁側から質問ある方いらっしゃいますでしょうか。 
0:14:59 ないようでしたら原画説明続きお願いいたします。 
0:15:07 はい。日本原燃の篠崎でございます。溢水について説明します。昨日の

朝ヒアリングで、 
0:15:17 合図につきましては 4 月開を見据えたスケジュールをしっかりというこ

とで、今、すいません作業して参りました、しておりますけども、ちょ
っとまだ部会スケジュール今日お見せできる状態になって申し訳ござい
ません。 

0:15:29 口頭で、どういうスケジュールを引いてるかっていうところを報告差し
上げますので、ちょっとそのイメージなんかを確認いただければと思い
ます。 

0:15:39 医師につきましては、4 月会合、1 月審査会合では、1 ポツの説明が終わ
って審査いただく。 

0:15:49 2－1 につきましては共通事業、 
0:15:52 議論がされているといったステータスを 
0:15:55 目標にスケジューリングしていきたいと思ってございます。 
0:16:01 1 ポツの設計状況及び評価判断基準につきましては、 
0:16:05 基本設計方針の説明がありますけれども、溢水につきましては、まだそ

の設計方針についてですね、 



0:16:13 あやしいところがあるといったところで、店舗を用いて、一通り溢水防
護対策、 

0:16:20 防護せ対策として、どのような設計方針かといったところをご確認いた
だきまして、 

0:16:26 方針についてちゃんと、そう確認しなきゃいけないといったポイント
を、 

0:16:32 挙げて今、コメント対応表として整理している状況だというふうに認識
ございます。すなわちまだ 1 ポツの入口の状態だというふうに今のステ
ータスは認識してございます。 

0:16:43 つきましては先日お示を示しましたコメント対応リスト。 
0:16:48 或いは、 
0:16:53 すいません失礼しましたコメント対応リストを挙げた項目につきまし

て、リスト或いは 
0:16:59 図表がいうものなんかにつきましては、コメントリストの別添みたい形

です。スタンスペーパーみたいなものを用いまして、 
0:17:06 それぞれの項目について、どういう方針で対応していきますといったの

を一つ一つ固めさせていただきまして、 
0:17:16 その内容を基本設計方針の方にフィードバックし、それをご説明差し上

げていくということになると思ってます。 
0:17:24 4 月、例えば末に、仮に審査会合と、 
0:17:29 仮定しますと、 
0:17:31 4 月中旬ぐらいには審査会合の資料、 
0:17:34 もう示していかなきゃいけませんので、初旬から中旬に向けて、もうそ

のゴールが見えているという状況まで 
0:17:42 持っていけるべく、スケジューリングをしているところでございます。 
0:17:48 一方コメントのうちでも、共通中に関連するものにつきましては、 
0:17:54 スケジュールで一斉は 4 月の 20 ぐらいから議論が始まることしてます

ので、こちらの方は優先的に扱っていくと。 
0:18:02 そういったことでそれぞれコメント対応方針につきまして、何を目的に

いつ、お示しして、いつヒアリングできるかといったところを今、具体
的にスケジュールに落とさせていただいてるところでした。 

0:18:15 はい。説明簡単ですが以上です。 



0:18:21 或いは、規制庁側から質問ある方いらっしゃいましたらお願いいたしま
す。 

0:18:28 規制庁志水です。どうも一種役員については昨日のヒアリングは行って
スケジュールを検討してるところっていう説明を理解しまして、 

0:18:38 ちょっと確認なんですけど、けど結局コメントリストの方針っていうの
は 10 日までかかるっていうことでよろしいでしょうか。今お話あった
ように、 

0:18:52 特に溢水はその許可ともともと違うことを示してたり、あと、 
0:18:57 先行炉と違うことやったりとかそういうところは早めにどういうことを

しようとしてるのかっていうところをまず確認したいと思っててその実
際資料で 

0:19:07 示していただくのは確認できればと思うんですけども、まず、原燃とし
てどういうことをしようとしてるかとかっていうそういう、 

0:19:16 方向性とかが決まってればそういうのも早めに口頭とかでも説明は聞け
るかなとか思ってるんですけども一応ですから一旦 10 日までのコメン
トリストの更新持ってから話を聞く。 

0:19:29 ていう方がよろしいでしょうか。 
0:19:32 はい。日本原燃篠崎でございます。まず第 1 弾として、10 日金曜日に、

コメントリストと、或いはちょっと個別、資料を用いて、 
0:19:43 方針をご説明させてあげていただきたいところからスタートしたいと思

ってます。金曜日開始にやらさせていただきたいと思ってました。 
0:19:56 やはり、わかりました。それではすでに 1 週間とか置かずにすぐに次の

週の早いうちに、 
0:20:04 確認をしたいと思ってるのでよろしくお願いします。 
0:20:09 浅香です。念のためですけど、 
0:20:14 金曜日に出てくる。 
0:20:15 来るという資料の中では、先ほど口頭で言われてたようなところをさら

に具体化してどれをいつまでに何していくかと。 
0:20:25 いうことは分かる資料になってくるっていうことでいいんですかね。 
0:20:32 日本原燃篠崎でございます。すいませんスケジュ 
0:20:38 失礼しましたコメント対応方針ってはい。 



0:20:42 スケジュールとともに、リストの方にも、期限期限といいますか 4 月を
見据えて、どのタイミングで説明してく方がちょっとわかるような示し
方にしようと思って、 

0:20:55 はい。よろしくお願いします。 
0:20:57 10 日に出てきたときに、こちらとそういったところがわかるようになっ

てるのかっていうところでの記載レベルに、認識がずれてたりすると、 
0:21:06 10 日まで待っててこれかっていうので入口でこけちゃうような気がする

のでよろしくお願いします。以上です。 
0:21:14 はい。日本原燃仕様だけ承知しましたスケジュールの方は、先にお示し

して今私が口頭で言った流れがですね、また見当違いのところになって
ないかといったのは確認いただきたいと思ってございました。以上で
す。 

0:21:29 規制庁の舘です。1 点追加で確認なんですけど、これ、10 日っていうの
は、中身の検討に時間がかかるから 10 日なのか、それともそれを資料
に落とすのに時間がかかるとかがかかるから 10 日なのかというと、ど
っちでしたっけ。 

0:21:45 はい。日本原燃篠崎でございます。 
0:21:48 あまりその資料に落とし込むというところに時間を使うつもりはなくて

ですね、やはりそのスタンスとしてお示しする検討にそれなり時間かか
ってるというところでございます。 

0:22:00 生協舘です。なんで口頭で説明するのも 10 日間議論されるのかないの
かわかんないけどそれに時間がかかるからどうしようもないんですって
いうことですかね。ただ 10 日のタイミングでは、今後のスケジュール
とか、何をいつ示すのか含めて、 

0:22:15 整理されてるということで理解しましたわかりました。 
0:22:26 それでは規制庁側から他に質問ある方いらっしゃいますでしょうか。 
0:22:32 ないようですので現認月説明の続きをお願いいたします。 
0:22:43 よろしければ重大事故の方の説明は行っていきたいと思います。ちょっ

とウェブ参加してる堀口さん、いいですか。 
0:22:51 はい。聞こえますでしょうか。 
0:22:55 はい。聞こえます大丈夫です。 
0:22:59 はい。 
0:22:59 では経済部を 2 番説明いたします。 



0:23:03 ナンバー21 の、 
0:23:06 8 号の取り込みのパンフの部分に関しては、明日ヒアリングし予定にち

ょっと 1 日に出しております。 
0:23:13 そしてナンバーそのあとの部分に関しては変更ございません。1 ポツの

部分に関して、 
0:23:21 ちょうど理解が振れるような、今の資料、バー式のパックご意見をちょ

っと確認させていただいて、 
0:23:28 近くで定めまして 19 人の方に進めるような、今の資料作成説明を努め

るつもりです。 
0:23:35 ナンバーの 29 番のところ、今回沖組み直しております。いっす。まず

相関関係の部分として、竜巻の資料を 3 月 3 日に提出させていただいて
それの、この石場を、 

0:23:50 明日、 
0:23:52 今日限り提出できるように早い時間に出せるように、 
0:23:56 今、検討、 
0:24:00 をしているところです。それと竜巻と一緒に、こういった相関があると

いう説明をさせていただきまして、そのコメントにコメントの範囲とい
うものを、 

0:24:11 来週の月曜日にさせていただいて、その翌日である、14 日の火曜日に、
悪魔等に関する相関関係ってのがポイントだ。 

0:24:22 こういうのであるというふうな説明を、 
0:24:24 させていただいてそのあとに挿管したら、今度は、 
0:24:29 その対象の形での説明、基本設計方針や、 
0:24:35 ＳＡＲの設計方針、 
0:24:37 この代表の形での説明に移る。 
0:24:41 移らさせていただきたいなとそれで 1 竜巻水を、同時に行わせていただ

きましてそのあと、他ののコメントを反映した形で 23 行目のその他外
部衝撃へと、 

0:24:52 説明をつなげていきたいと考えています。 
0:24:56 はい。それで、その都度ヒアリングの中でコメン等で、個別の室、ベン

ト料対象によって、一部のそのＳＩＭＭＥＲ資格を受ける部分が地域ず
れたりとかってあるかもしれませんけど、現状、 



0:25:10 オープンたスケジュールで実施できるよう、頑張る予定で説明は以上で
す。 

0:25:17 それでは規制庁側から質問ある方、お願いいたします。 
0:25:25 規制庁高橋です。よろしいでしょうか。 
0:25:30 はい。 
0:25:31 はい。 
0:25:32 すいません、コサクですけど、よろしいでしょうかって聞くのやめても

らえませんか。違う。 
0:25:39 はい。 
0:25:40 規制庁高橋です。続けます。 
0:25:43 はい。1 点確認なんですけれども、21 番のところは、10、単純にその次

日程がずれたから修正したというところかと思うんですけれども、29 番
のところで、 

0:25:56 修正がたったところで 13 日資料提出 14 日ヒアリングってなってんです
がこの部分っていうのは、大枠生活の方針的なところの確認というとこ
ろなので、 

0:26:06 日程を置かずにすぐに確認というようなＰのようなお考えなんでしょう
か。その辺のところもう少し、議題がありましたら、機械、説明してく
ださい。 

0:26:17 #NAME? 
0:26:20 この 29 番のところは相関関係を考えておりますので、 
0:26:27 両カーに大きなコメントをいただいた場合にそのコメントの、 
0:26:32 資料は磯野氏のコメントに対する説明ということで、13 日いうようなと

ころは、そんなに時間を置かずに相関関係のクローズができるかなと思
いまして、翌日にヒアリングし呼ばせていただきました。 

0:26:47 以上です。 
0:26:49 はい規制庁高部です。では、そこは 8 日のコメント次第ということでま

た必要があれば調整するなり何なりということかと理解しましたので、
そのように対応。 

0:26:59 を考えておきます。私からは以上です。 
0:27:05 それでは別途補足。 
0:27:08 コサクですけど、8 日次第っていうことなんですけどそもそも 8 日もで

すね、 



0:27:16 現状出てきてる資料っていうのが余りにイメージが違い過ぎてて、 
0:27:22 どうすんのっていう感じがしています。で、それーの対応をしないと。 
0:27:31 まともな話ができないので、 
0:27:35 8 日を踏まレバーというのはそもそも成り立たないような気がしてます

ので、その点を高梨さんもちゃんと認識をして伝えていただけなければ
と。 

0:27:45 ます。 
0:27:48 合わせて、溢水も抱き合わせでやっていきたいっていうことなんですけ

ど、現状は午前中のヒアリングになってて、早めに出すと言ってもとて
もじゃないけど間に合わないという感じなんですけどスケジュール調
整。 

0:28:01 はどうされるんですか。午後ＭＯＸ入ってますけど入れ替えるとか調整
してるんですか。 

0:28:10 2 っていうところの調整はまだしておりません。そこも、すべて調整し
て連絡に出す、連絡いたします。アスターでは、 

0:28:20 明日、違う、あれは別だから、どこかでキャッシュ、 
0:28:27 はい。補足ですこういった。 
0:28:32 ものを書いて提出するのであればそういうことも事務局としては把握を

して対応していただきたいと。 
0:28:39 ます。 
0:28:40 それで、現状出てる十時 17 の問題点。 
0:28:47 また、ヒアリングじゃ、個別ヒアリングじゃないので、細かくは言いま

せんけど、 
0:28:54 後ろについてる図面ワー添付書類の構成っていう話になっててそんなの

はいいから、まず 1 ポツの説明してくれという話をしているのか。 
0:29:05 何でこんなことやってるんだっていうのは何か言いわけありますか。 
0:29:21 現在まとめて。 
0:29:23 ハローです。 
0:29:24 別添 3 の部分ですけれども、ＤＢとの受け渡しっていうところもあわせ

て、変更して進めたいと考えていたために、長くして、 
0:29:37 磯山スタッフがですね、出した方っていう資料が来てて、 
0:29:42 おりました。 
0:29:44 以上です。 



0:29:45 規制庁コサクです。 
0:29:48 ＤＢへの繋ぎっていうのは添付書類でどうつなぐのかではなくて、1 ポ

ツとしてどうつなぐのかという話をしなくちゃいけないと。 
0:29:57 いうところなんですね。 
0:30:00 ＤＢのＡ、 
0:30:02 必須に耐震なり水なり、のところに、要求事項としてどういうものを対

応してくださいということを渡すということなので、まさに 1 ポツなん
です。 

0:30:12 そうする等、その図の前 2、 
0:30:17 記載をされている項目なり設備の類型を踏まえた表にしておられてです

ね。 
0:30:25 書いてる内容をちゃんと整理をして、その中でＤＢと同じなのか同じで

ないのか。 
0:30:33 違うものはなぜなのか、それをどういうふうに対応するのかと。 
0:30:38 いうことを整理をすればよくて、 
0:30:41 現状だとその表も、 
0:30:43 少しその添付書類の意識を強くしちゃっていて、個別の説明書等、健全

性説明書っていうふうに分かれちゃってるんですけど、 
0:30:54 分けても別に構わないとは構わないですけど、 
0:30:58 内容をちゃんとわかるようにしてくれということです。今だと全然書き

足りてなくて、特に溢水で話題にするアクセスルートの関係とかは書け
てないですし、 

0:31:09 その点とかをよく整理をして、内容として、ＤＢＳＡとして書ききれて
いて、 

0:31:16 それがＤＢと同じなのか同じでないのかで、違うところはどういうふう
にして、どういうふうなものを渡すという形なのか、その次に、 

0:31:26 その渡すというのをどの場所でどういうふうに渡していけばいいか、Ｓ
Ａ側がＤＢが合っどちらでどの程度整理をするかと。 

0:31:34 いう話に繋がっていくので、 
0:31:37 後ろの図はちょっと 1 回捨てていただいて、表のところをちゃんと書き

切るというところの対応をして、 
0:31:47 明日のヒアリングですかね、に臨んでいただきたいと思うんですけど。 



0:31:52 現状出てる竜巻も対応していただき、水も対応していただきっていうこ
とでいいですかね。 

0:32:05 見直し。 
0:32:16 はい、古作です。ちょっと音声が聞き取りづらかったですけどわかりま

したと言っていただいたと思いますので、 
0:32:23 それで資料提示がいつになり、ヒアリング、何時ぐらいからできるかと

いうことで、事務的に連絡いただければと思います。お願いします。 
0:32:38 それでは規制庁側から他に質問ある方いらっしゃいますでしょうか。 
0:32:43 ないようですので議員側引き続きの説明のほどお願いします。 
0:32:53 イシハラでございますあれ、最初にお金やることあったっけ。以上で

す。特にそちら側は終わりですという話をしようと思ってます。 
0:33:02 はい。重野イシハラでございます。まず、二つ話をしようと思ってまし

て一つ昨日、また先週お話があったＰＰＰＳＧ関係の、 
0:33:14 進め方今どうやって進めているかと、いうことでございます。まずＰＰ

関係についてはすでに申請が事前調整なく生成してしまったんですが申
請が出てる案件に対して、 

0:33:30 ＰＴ側の要求核セキュリティ側の要求と、設工認安全審査あそこにです
ね、安全設計側の要求というのがどういう関係にあるのかと。 

0:33:40 それぞれの関係を情報として整理をし、どういう順番で物事を決めてい
かなきゃいけないのかというものを整理をさせていただこうというこ
と。 

0:33:52 安全設計側ではどの条文の今回の審査の 2－1 なのか 1 なのかどういう
ところと関係するのかと。 

0:34:03 どういう情報が関係するのかっていうのを整理をしてどういう順番で、
日、 

0:34:07 説明を進めていけばいいのかっていう考え方をですね、整理をしようと
思ってます。その考え方は今週中には私のように思ってました。 

0:34:17 今やってる中で若干、 
0:34:21 難しいのが 
0:34:24 溶液ですね冷却水の冷却等との関係があって、移動する溶液の関係が、

情報がですねお互いがお互い鶏と卵の関係になっているのでちょっとこ
れをどういうふうに片付けていこうかというところを、 

0:34:39 若干悩むかなと思っているところでした。 



0:34:42 あと養浜関係は情報が取り扱える情報がですね限定的な情報になってし
まう場合もあるので関係者を限定しないといけないと。 

0:34:51 いうところも調整が必要だと思ってます。そういうこともわかるよう
に、整理をして考え方を今週中に何とかご説明できればと思って、 

0:35:00 サトウＳＧの関係のモック数が特に関係するところについては、第 2 回
の申請対象の設備等ＳＧ、 

0:35:08 ＰＰ関係Ｐも区内にＰＰ関係につき入りますんで、その関係を整理をし
た上で、どういう説明をしていくかということを整理をしていこうと思
ってました。 

0:35:21 辻野関係の機器については今回第 2 回はですね、メインの機器が出てい
ないのであまり直接的に関係するＳＧ機器っていうのがないというのが
現状でございます。 

0:35:32 第 3 回がメインになってます。ただ隣接していって波及影響を考えなき
ゃいけないようなＳＧ機器もありますので、そういうものは整理をした
上で審査の中でどの条文の審査でどういう説明をしていくのか。 

0:35:46 どういう情報を出していくのかということの整理をさせていただこうと
思ってました。 

0:35:51 ＰＰ推進関係の進め方今の現状は、そういう形で進めておりますという
ことが 1 点目でございます。 

0:35:59 2 点目はＭＯＸの進め方の方なので 1 個で 1 回来、いいですかね。 
0:36:05 規制庁コサクです。 
0:36:09 今週中に何らか資料提示をされるということで理解をしましたけど、先

ほど言われたＰＰＢ側の情報の扱いの関係ですけど、 
0:36:24 こちらでＰＰの審査をするつもりはないので、 
0:36:28 波及影響としてどう考えるのかっていうことだけ、その方針なりを聞け

れば十分だと思うんですね。その上で波及影響を与えないという具体の
確認はＤＢの方の審査でやればいい。 

0:36:44 で、そ、その場では我々も情報共有を受けてＰＰＢ部門の方にコメント
出しをする、或いは、場合によってはそちらの審査に同席すると。 

0:36:56 いうことで対応できますので、その点はすみ分けができると思ってま
す。 

0:37:02 で、そういったところでの進め方っていうの認識共有が図れればという
ことで、資料提示いただいたらＰＰ部門ＳＧ室に共有をし、 



0:37:16 まずはその際、 
0:37:18 お互いどう進めればいいかという認識共有は、面談の形で、 
0:37:25 それぞれ同席してですね、認識共有した上で 
0:37:31 こちらのヒアリングでやることっていうのは、ヒアリングでやればいい

し、ＢＰＳＤ側の面談なりヒアリングでというものはそちらでやってい
けばいいしということにできればなと思いますけど、そんなイメージで
よろしいですか。 

0:37:44 はい、というふうにしてございますはいおっしゃっていただいてる通
り、の形だと思いますのでそういうことの情報がちゃんとわかるように
今週、何らか指示を出させていただければと思います。はい。 

0:37:57 はい。よろしくお願いします。 
0:38:00 はい。2 点目のＭＯＸの進め方ですけども先日お話をさしていただい

て、明日にはそれほど時間を待ってもしょうがないので 
0:38:11 考え方すでに作ってるものを関係者にばらまいて関係者のコメントをも

らっているところで明日の段階で出せればと思ってました。 
0:38:20 考え方としては、昨日のお話にも出てた 
0:38:27 3 月の審査会合でまず 1 ポツの話ができるものが一体何があるかという

ことであったり、3 月 4 月 5 月、今後の審査会合でそれぞれどういう条
文の、どういうものをやろうと思っているのか。 

0:38:41 ていうことのターゲットを明確にしたいなと思ってました。 
0:38:45 その上で、単独で走るもの、 
0:38:49 並行して再処理と同時並行でやるものを、サーベ分類してですね、それ

ぞれの進め方を、考え方というのを提示できればと思ってました。 
0:39:00 まだ若干書ききれてないところというので今ブラッシュアップしている

のが、再生と並行しているところを、どういうふうにＭＯＸとして示し
ていくのか。 

0:39:11 本当に平行なのか、骨格はＭＯＸでやって、単品の評価は個別でみたい
な話も含めてですね、進め方をご提示できればと思ってました。資料と
しては明日の段階で提示をさせていただけるように、 

0:39:26 準備を進めているところでございます。以上です。 
0:39:32 それには、はい、細田です。ごめんなさい。鍛治さんどうぞ。 



0:39:37 規制庁田尻です。ちょっと今の 1 点確認なんですけど明日プールはちい
として一応ヒアリング項目立ってるんですけど、別途の資料出てきてそ
っちのメインで説明する感じですかね。 

0:39:48 はい。宮城西山でございます。先ほどのＳＡとの関係で順番ひっくり返
したりするとですねまた資料の提出等時間軸が合わなくなる可能性があ
るので、 

0:39:59 別途提示した上で考え方ですので木曜日の朝日家の中で考え方はご説明
できればと思ってました若干引っくり返さ的にはヒアリングまで間に合
わない可能性があるのでそういう進め方でさせていただければと思って
ました。以上です。 

0:40:16 はい。生協谷です。ＭＯＸの共通ハッチが再処理よりの再処理と違うっ
ちゅうか最初にできてるっていうか、微妙に並びが違ったりするのでど
うしてかなと思ってたところなので何をもとに説明するのかっていうと
ころも整理をされてそうな気がしたので、 

0:40:32 明日また話しければと思うんでよろしくお願いします。十分以上です。 
0:40:38 それでは他質問ある方。 
0:40:41 コサクです。 
0:40:45 またそういったそのスケジュールの考えみたいなのは提示いただけると

いうことなので具体はそれ見ながら話をしていければと思うんですけ
ど。 

0:40:55 再処理の状況としてす。今日の資料見る等、4 月が結構 2 本、2－1 の関
係の説明が立て込む状況に、3 月からずれ込んでると。 

0:41:08 いうことですけど、なるので、 
0:41:11 その中にボックスも取り込めるものは取り込んでしまえば、 
0:41:17 合理的に進むとは思いますけど、 
0:41:20 別のことをやろうとするとちょっとしんどくなってくるなと。 
0:41:24 いう気がしています。 
0:41:27 また 3 月の会合で 
0:41:31 再処理があんまり進まなくなったので、より一層どうかっていう気はし

ますけど、 
0:41:44 外部衝撃の関係について、ＭＯＸはその再処理の話にどう乗っかるのか

のっかれないのかと、いうようなことだったり、耐震はどうしていくの
ということだったりっていうのが認識合わせができればなと思う。 



0:42:01 てますけど、そういうのを今整理中って思えばいいですかね。ＩＰの西
田でございます。はい。まさしくその部分でございます。はい。 

0:42:10 昨日出ていった今日ですね出てきたスケジュールを見ながらも 4 月が大
分きついなと思っていたのでその部分をどう、ボックスを入れ込んでい
くかって話と、 

0:42:21 昨日も神野さんからあった耐震とか並行でやるっていうと一体ＭＯＸと
再処理の関係はどうなったというご指摘いただいてますのでそういうと
ころを整理をして、どういうふうに進めていくかという考え方が、お示
しできればと思ってました。以上です。 

0:42:37 はい、古作です。わかりました。では明日の資料提示を踏まえて確認を
していきたいと思います。よろしくお願いします。 

0:42:46 規制庁側から他に質問ある方いらっしゃいますでしょうか。 
0:42:51 それではないようですので今日のヒアリングの振り返りと今後のスケジ

ュールについて原燃が説明をお願いいたします。 
0:43:02 はい。日本原燃の別府です。まず 
0:43:05 振り返りということで外傷関係のスケジュールのところですけど、鷲見

最初に悪くなってきてるところがあるんですが、3 月の会合で、累計し
て説明していくということを視野に入れながら、どういうことが説明で
きるかというところを、 

0:43:22 社内で少し精査して、資料作りだったり共通 12 の準備っていうのを進
めていきたいというふうに今考えています。 

0:43:30 それから、溢水関係はですね、どれをいつまでに何するかがわかるよう
に、示したコメントリストを準備して、提出してですね、3 月 10 日に提
出してご議論させていただきたいと。 

0:43:43 その前にスケジュールにセルのスケジュールはお示しできるように準備
したいと考えています。 

0:43:49 それから衛生関係は図面とかそういう構成の話に入る前にですね、まず 
0:43:57 個別とか訓練とかで書き分けていく内容ですね。 
0:44:01 ルートが書いてなかったりもするので、ＤＢとの違いだったり、どこで

どうやって渡すのかという、表の部分をまずしっかり整理して、竜巻と
溢水の方に展開していきたいと。 



0:44:14 いうところをですね、ＯＰＰＳＧ関係はまず資料提示して進めていくと
いうことなんですが先ほどの考えをお聞きしたいということでしたの
で、 

0:44:26 どういったところがＰＰＳ人に関係して審査側で何やらないかというと
ころを見えるように、認識共有していこうという話でした。 

0:44:35 あと、ロック数は、3 月、最初に進まなくなってきてますので、ＭＯＸ
と再処理で並行して進められる部分と、単独で進められる部分、 

0:44:45 そういうところ何があるかというところをですね、今、資料を準備して
ますのでそちらの資料に反映というかお示しして、説明できるように準
備を進めると。 

0:44:55 いうことです。全体の振り返りとしては以上になりますが不足してる部
分があれば、 

0:45:01 ご意見いただければなと思います。 
0:45:07 特段件ございませんでしょうか。 
0:45:13 では最後に規制庁側から連絡事項等ありますでしょうか。 
0:45:20 ないようですので原因が、特段連絡事項等ありますでしょうか。 
0:45:27 ではないようですので、本日のサカイの分はこれで終わりになります。

ありがとうございました。一度録音停止いたし 
0:00:00 録を返しました。 
0:00:04 ございます。規制庁清水です。それではただいまから日本原燃とのヒア

リングを開始します。 
0:00:10 本日はヒアリングは、令和 4 年 12 月 26 日に申請があった再処理施設と

廃棄物管理施設と、あと等令和 5 年 2 月 28 日に申請があったＭＯＸ燃
料加工施設の増設工認指針について資料をもとにヒアリングにて事実確
認を行うものになります。 

0:00:30 戸松は規制庁側の出席者を紹介いたします。鳥羽町会議室について出席
者の紹介をお願いします。 

0:00:37 はい、本庁側の出席者ですがセトガワになります。 
0:00:43 その他ＷＥＢからの参加で、コサクカミデオオオカオオハシタジリタケ

ダタカナシ。 
0:00:52 シミズ以上になります。それでは日本原燃の方から出席者の紹介と、そ

れぞれの役割について説明の上、本日の議題の構成をする 
0:01:02 運営して、当資料の説明を開始してください。 



0:01:07 はい。日本原燃事務局の中浜です。日本原燃側の出席者紹介いたしま
す。 

0:01:15 まず事務局より、サトウ。 
0:01:18 タカハシ、セガワ、藤野ナカハマ。 
0:01:23 あと、本日の議題でございます共通中に取りまとめてシミズ、 
0:01:28 あと外部衝撃関係の取りまとめで、蝦名。 
0:01:31 構造関係の御説明担当で、坂盛田仲。以上となります。 
0:01:39 本日ご確認いただきます資料でございますけど、 
0:01:42 共通 0、共通 12 の対応方針についてというものをご説明差し上げます。 
0:01:48 それでは、説明の方開始させていただきます。 
0:01:54 はい。日本原燃清水です。 
0:01:57 本日午前中、提出させていただきました、共通中の整理方針ということ

で、 
0:02:04 前回金曜日のヒアリングを踏まえまして、どのように資料の方を修正し

ていく方針なのかっていうのを、 
0:02:14 ご説明させていただきたいと思います。説明させていただくポイントポ

イントといいますか事項としましては、まずは、前回の説明の中で、こ
ちらの資料に書いてあります類型分離の整理結果、1 ポツ両括弧 1 か
ら、 

0:02:30 両括弧 2 の構造設計の説明へのつなぎ、こちらの整理が十分でなかった
ので、そこら、そこの整備の状況の方をご説明させていただくっていう
のが 1 点と、 

0:02:42 構造類型の分類の話をですね、この両括弧 1 の類型分類の整備結果のエ
ビデンスの設備リストの方に、 

0:02:54 順番がさかのぼって、リスト上、表現してたものを今後どう整理するん
だというところの資料の構成の方の見直し方針のほうをご説明さしてい
ただくっていうのが 2 点目。 

0:03:06 3 点目ですけども、もともと別紙 2 の構造概要の説明の中で、表で、条
文要求から構造設計を展開するんだという整理表をつけておりましたけ
ども、 

0:03:19 こちらはいろいろ何点か後、ご指摘受けてますのでこれのリストの、 
0:03:24 整理表の見直し方針の方、こちらの 3 点の方本日、ご説明させていただ

きたいと思っています。 



0:03:32 あと、前回のヒアリングの中で、飛来物防護板の類型のお話について
も、ご指摘受けております。 

0:03:40 この点につきましては、前回の資料で、まだ築地としておりましたＧＡ
建屋につきます飛来物防護盤、 

0:03:50 と、鉄筋コンクリート造の飛来物防護盤の構造設計の整理表を今週木曜
日の資料提出の中で、 

0:04:01 資料を追加させていただいて、金曜日のヒアリングの中で、類型分類を
整理するんだというところのご説明は別途させていただきたいと思って
ます。 

0:04:12 それではちょっと資料の方、ご説明させていただきたいと思います。 
0:04:16 まずは、累計分離の結果から構造設計の説明どう展開するんだというこ

とで、資料 1 ページ目になります。 
0:04:23 中身としては両括弧 2 のところで、まず考え方の方考え、書いてござい

ます。 
0:04:29 まずは、累計 2 万 5000 円の申請対象設備を累計分離し、類した後の構

造設計の説明の展開として、対象どういうものに対して構造設計するの
かという考え方としましては、 

0:04:42 基本的には、既認可の設工認、 
0:04:45 に対して、新規制基準施行の中で追加で技術基準適合を、の説明が必要

となる設備がまず母数であると。そのうち、さらに、 
0:04:55 その設備に対して、追加要求を踏まえまして、構造設計の説明を追加で

必要なものをもれなく抽出するということで、ＡからＢ1Ｂ4 の区分ごと
にどういうものを対象にするんだというのを、 

0:05:09 1 ページ目 2 ページ目に考え方を書いてございます。 
0:05:13 Ａの新設設備については新規に申請する設備ですので、すべて構造説明

が必要だというふうに考えております。 
0:05:21 立地の条件変更の設備につきましては、城壁変更に伴って、当然工事を

実施するものは構造書いてますので、これらについてはご説明すると。 
0:05:31 さらに条件変更に伴って、評価方法モデルを書いてるものに対しても、

その評価の内容で、構造説明を機に係る追加でご説明するべきものにつ
いても、 

0:05:43 追加でご説明が必要だというふうに考えております。 
0:05:47 ＡとＢの条件追加につきましては、追加の評価。 



0:05:52 をする観点の評価の観点から、牧委員からご説明した内容な評価部位の
構造説明が必要なものについては構造説明が必要だと。 

0:06:01 いうふうに考えておりますし、工事を行うものについても、構造の説明
が必要だというふうに考えております。 

0:06:09 2 ページ目の方いきまして、 
0:06:12 Ｂ3 の新たに申請対象設備になったものは、これは申請新たに申請対象

設備になったということで、構造説明が必要だというふうに考えており
ます。 

0:06:22 Ｂ案につきましては、新新基準の施行の中での適合性説明の追加事項は
ないということで、これらについては、北條の説明は特に必要ではない
と。 

0:06:32 いうふうにまずは考えて、対象設備の方を抽出して整理していきたい
と、いうふうに考えております。 

0:06:41 はい、まずは 1 点目の制度対応方針としては、この考え方で整理したい
というふうに考えております。 

0:06:49 続きまして、2 点目の扱いですね。 
0:06:53 通しページの方。 
0:06:55 すいませんちょっとめくっていただきまして、4 ページの資料の方、ご

確認ください。 
0:07:03 こちら、共通 22 の資料の全体の構成を示し、見直したい。構成のイメ

ージをちょっと全体構成を示しております。 
0:07:12 もともと、別紙 1 の右上にあります類型分類の整理結果、こちらのとこ

ろにですね、まずは設計項目ごとの集約集計した、既設備の申請対象設
備の分類結果の基数、 

0:07:27 を示す資料と、さらにここにエビデンスとなる申請対象設備リストを別
紙 1 ということで前回提示してございました。 

0:07:37 今回はですねちょっと整理をちょっと変えまして、 
0:07:40 まずは別紙 1 の累計の結果としては、設計項目ごとの集約結果のみを添

付すると。 
0:07:49 で、別紙 2 の構造概要の整理結果を踏まえて、 
0:07:56 そちらの別紙の累計結果もすべて取り込んだ別紙 3 ということで、設備

リストの方に必要な情報を盛り込んで、 



0:08:06 別紙 1 別紙 2 の結果を集約した技師等を一つ整理してお示ししたいと、
いうふうに考えております。 

0:08:15 に戻っていただきまして、 
0:08:20 2 ページ目の方になりますけども、 
0:08:23 具体的にじゃあその今申請書についての設備リストがどう変わるんだと

いうところで、2 ページ目の状況を踏まえ以降、具体の作業の流れを示
すのところでちょっと書いておりますけども、 

0:08:34 もともと設備リストの、右側の条文のところにつきましては該当条文の
ところ丸三角等を示しておりますけども、ここの中でですね、 

0:08:45 ＡからＢ1Ｂを、 
0:08:47 の区分の通りに該当するのかというのを各条文ごとにお示しして、 
0:08:54 さらに、 
0:08:55 先ほどご説明しました構造を説明する対象の考え方に照らして、 
0:09:02 その条文要求で、構造説明が必要とならないものについては、Ｂ1´な

りＢに出しなりっていうのを、 
0:09:10 条文の欄に示して、 
0:09:13 対象としないものを明確化し、 
0:09:17 最終的に機器で見たときに、 
0:09:20 横軸でＡＢワンピースＤⅢで、’がついてない記号が入ってあるもの、こ

れが構造説明が必要な設備だということの抽出した結果を、 
0:09:31 お示しして、さらに、別紙 2 の構造類型の中でどの分類で構造を説明す

るのかというのを、ＢＣ3 の設備リストの中でお示しして、 
0:09:42 全体の関係性が示すようなリストになるのかなというふうに考えてござ

います。 
0:09:51 はい。続きまして、通しページ 3 ページのほうをご確認ください。 
0:09:57 こちらはですね、 
0:10:01 別紙に添付しております、構造設計の整理表をどのように修正するのか

という、 
0:10:07 方針でございます。 
0:10:11 5 ページ目。 
0:10:13 もうちょっと表をちょっと具体的に見ながらご説明させていただきたい

と思います。 



0:10:20 まずは 1 点目として、基本設計方針を、当該整備表の中で記載しており
まして前回のヒアリングのご指摘の中で、第 1 章の基本設計方針もに対
しても、 

0:10:32 記載すべきではないかというご意見いただいております。 
0:10:35 それを踏まえまして、 
0:10:37 やっぱ第 2 章の基本設計方針の横に該当する、第 2 章の基本設計力の差

に、はい、第 1 章の基本設計方針を示すということで考えてございま
す。 

0:10:48 で、第 1 章の基本設計方針の対象として書くものにつきましては、ちょ
っと今、通しページのところで、2 列で書いておりますけども、左側の 

0:10:59 やっぱ全般的な共通な方針につきましては、特段、この整理表では示さ
ずに、 

0:11:07 構造設計に繋がるような具体の基本設計方針の方、右側に書いてある基
本設計方針ですけども、 

0:11:15 こういったものをですね、一章として抜き出してきて、 
0:11:18 2 章以降につなげて、最終的に構造設計の展開につなげていきたいと、

いうふうに考えております。 
0:11:25 2 点目ですけども、真ん中ほどに設計方針添付書類と書いておりまして

おりますが、 
0:11:32 前回お示しした整理表におきましては、 
0:11:36 添付書類の、 
0:11:37 一つの書類から、構造設計に該当するところを抜き出して、 
0:11:43 記載をしておりました。 
0:11:45 前回のコメントご指摘事項を踏まえまして、そうではなくて、本文から

添付への流れを踏まえまして、構造設計の説明の展開に関連する添付書
類、 

0:11:56 それらについてすべて抜けなく、この整理表の中で、横に繋がるよう
に、抜き出していくということを、整理させていただきたいというふう
に考えております。 

0:12:09 3 点目になりますけども、 
0:12:13 右側真ん中ほどに、点々で囲っているところございますけども吹き出し

つけて、 



0:12:18 もともと設計上の配慮事項と、横に展開している構造設計の説明、こち
らがですね、関係がわかるように、ちょっともともとか書きし表せてな
かったという点がございましたので、 

0:12:31 それらについてはちゃんと関係がわかるように、横に並べて、お示しし
たいと、いうふうに考えております。 

0:12:43 4 点目ですけども、この整備の中で、 
0:12:47 構造設計差分のところについても同じような設計、 
0:12:52 の対応をお示しするところがございます。 
0:12:55 そういうところはですね結果的にまとめられるところはしっかりまとめ

て、累計をした上で、この結果のほうを整理していきたいと、いうふう
に考えております。 

0:13:08 5 点目としましては、前回の整理においては、 
0:13:12 施設共通基本設計方針の方入口の方でちょっと対象から除外して整理し

ようということで整理してございましたが、 
0:13:21 に関わるの区分に整理される新設設備につきましては、2 を代表につき

ましにしまして、これらの基本適正方針についても、代表設備、 
0:13:31 どのように行動設計したのかという整理の方をする必要があるという認

識を持ちましたので、それらについては、えっとですね、構造設計の整
理表ですね。 

0:13:41 あれ通しページでいきますと、4 ページ目の方の、 
0:13:45 左下の別紙 2 の右のところを見ていただきたいんですけども、施設共通

基本設計方針の整理表というのを、個別の機器でご説明するものとは切
り分けて、一つ作成しまして、 

0:13:58 この資料の中で、施設共通基本設計方針体制、代表機器でどう構造設計
してるんだということのご説明できる資料を一つ追加でお示ししたいと
いうふうに考えております。 

0:14:13 はい。ご説明は以上になります。 
0:14:20 はい。規制庁志水です。それではこれまでの説明に関して規制庁側から

確認があればお願いします。 
0:14:32 規制庁の田尻です。 
0:14:35 ちょっと確認したいんですけど、これは前回のヒアリングから何か整理

が進んで、前の時点である程度まとまった部分をパワポに落としてこら
れた方がわかって、 



0:14:47 こういうふうに整理しようと思ってますって話はわかったんですけど、
前回指摘して、ど、具体どう整理するかところまではまだ進んでないと
思えばいいんですかねそれともう、 

0:14:58 これで意識作業ができそうな状況と思えばいいんですかね。 
0:15:06 日本原燃清水です。 
0:15:09 大きな修正方針としては今の後、ご説明の中でお示しできたのかなと思

ってます。ただ、それを踏まえて、別紙 3 の設備リストの記載を具体的
にどうするんだっては話であったり、 

0:15:24 施設共通基本設計方針整理表というのを、具体的にどういうふうに書く
のかっていうのはちょっと、 

0:15:31 今週の木曜日、提出資料の中で具体のイメージを付けをお示しして、ま
たご議論させていただきたいと思ってるんですけども、多くの方向性と
してまず、本日ご説明させていただいております。 

0:15:49 1 規制庁のタジリつ、 
0:15:52 方向性の議論ちゅうことはわかったんですけど、頭の方からまず言って

いて、まず類型分類の話に関しては、ここは別に前回会合までからの情
報で何かが進んでるかっていうと、あまり変わってないような気がする
けどまずその認識であってません。それから、 

0:16:09 追加工事とかそういうやつとかの話とあと、 
0:16:12 絶えず意識俎上に乗せますよっちゅう話ぐらいは増えた気がするんです

けどそれ以外って何か追加の情報ってありましたっけ、その項目。 
0:16:21 はい。日本原燃清水です。 
0:16:23 整理の仕方につきましては追加情報というのは、今、特段なくて、この

別紙 3 の設備リストが、別紙、別紙 2、それぞれの情報を、 
0:16:35 まとめるというところが、前回のご説明からの変更点になります。 
0:16:43 規制庁田井です。メインは、4 ページから 4 ページのところにあるよう

に、最終的にどの形で整理するかとか表を、最終的に 1 個に求めたんだ
と思うんですけど別紙 1 で前まで表紙みたいなところでついてたやつが
あってで、 

0:16:58 別紙 2 で前まで兵頭図とかで合わせて使ってそれを集約すると一番最後
載せるっていう順番の流れを整理しましたっていうのが一つの大きな話
ですか。 

0:17:09 はい。日本原燃清水です。はい。その認識の通りでございます。 



0:17:16 規制庁田井です。で、別紙 3 が具体にどうなるかっていうとそれはまだ
いなくてになるんですかね。こんなことは、中身自体は昔ですと変わら
ないんですかね。 

0:17:28 日本原燃清水です。 
0:17:30 基本的に、中身として変わるものとしましては、条文のところを単純に

0 ではなくて、条文の欄の丸のところに、 
0:17:41 飯野他ＡであったりＢの何番というのを示して、条文ごとにどのカテゴ

リーで、累計したかっていうのをわかるようにお示ししたいというふう
に考えておりました。 

0:17:54 今日タジリですんで申請書について設備 1 でこれ申請者について設備リ
ストだと 0 のところを今言ったようなＢとかに分けるっていうはなＣで
いいですかね。 

0:18:06 なんかちょっと差分がよくわからなくて、もともと添付についてるやつ
と今回の整理でついてくるやつが何が違うかっていうと、今言われたと
ころ、 

0:18:15 はい、日本原燃清水です。はい。 
0:18:18 の情報を集約するという意味では、今の点と、申請書の設備リスト化が

増えるというような工事の有無であり、金であったり気にかかる変更点
という点は増えます。 

0:18:29 あとは、別紙 2 の構造類型の分類をどの分類で整理さしたのかという情
報が増えるという認識でございます。 

0:18:40 規制庁田井です。前回までは条文が縦にあって 0 とかだけだったと思う
んですけどそこにＢとかを書くことにしたっていうのは、具体に設備構
造を示さなきゃいけないものとかを差別化したいからですかねでも、
Ｂ、 

0:18:53 技術とかで書かれてるやつの中でも、あそこ評価しない直をつけるって
いう話だからそれで差別化するって言ってるんですかね。 

0:19:01 はい。日本原燃シミズですはい。はい今の田尻さん認識の通りでござい
ます。 

0:19:09 はい。規制庁田尻です。ちょっと 1 回どう出てくるかわかんないですけ
ど。 

0:19:14 何か見やすくなるのかっていうところろうではあるんですけど元から小
さい表の中で’で判別して食うっていうことですねとりあえず。 



0:19:23 その上でなんですけど、これ出しがつかないものに関しては、話があっ
たんですけど、 

0:19:30 あれし整理だけでいうと耐震とかでやっちゃうと大体拾えちゃう気がす
るんですけどあれは何か、要は安重じゃないやつとかが省けそうですよ
とかそういう話ですか。 

0:19:42 はい。日本原燃清水です。そういう意味で言いますと、 
0:19:48 非安重麻痺安重のもので、Ｂ4 のカテゴライズしかないものであった

り、 
0:19:56 安重の防護対象になるものであっても単純に、建屋内に置くだけであっ

て立つ竜巻から、防護する対象ではないっていうものが、竜巻の観点で
構造説明ありません。 

0:20:08 ただ、地震の観点で、モデルの変更とかしているものであれば地震の観
点で構造説明が必要だという整理であればそこの部分は必要だという整
理になります。 

0:20:20 成長タジリです。 
0:20:22 どっちがいいというわけでもないんですけど整理だけで言うんだった

ら、丸と三角とかでも、何か分けれるレベルな気がするんですけど、と
りあえずそこもＢとかにした方が見えやすいっていうのが今の原燃の整
理ですかね。 

0:20:38 日本原燃清水です。 
0:20:40 今、イメージでちょっと資料の形を考えておりましてちょっと見やすさ

という観点をもう少しちょっと検討する必要があるとは思いますので、 
0:20:51 ちょっと木曜日の資料提出の中で具体のイメージをちょっとお出しして

議論、ご議論させていただきたいかなと思います。 
0:21:01 清規制庁の田尻です。何か、どれじゃなきゃっていうのちょっとすいま

せんものが見えてないせいでわかりづらいだけかもしれないんですけ
ど、各条の狭い欄にＤ2 値とかをいっぱい書くところに注意力ても仕方
ないものだったと僕は思っていて、 

0:21:17 それぞれの関係性を整理しながら整理しましょうっていうのは別に良く
て、前まで、評価途中にあったようなやつを一番最後に持ってきて、結
論として最後に出てくるような形にするっていうのもわかったんですけ
ど、 

0:21:30 何かメインどころの話そこでもなかった気がするんですけど。 



0:21:34 何か具体に何か下のＣの表後で整理できましたっていうんですけど、こ
れ別紙 2 のところ具体にどうするかとかっていうのは整理進んでるんで
すかね。 

0:21:54 すいません、大坂です。ちょっと話が変わっちゃったので、 
0:21:59 まずリストから私も確認したいんですけど、 
0:22:03 この別紙 3 って言ってるのは、条文ごとに作るんですと。 
0:22:10 日本原燃清水です。 
0:22:12 今我々が考えていたのは、条文ごとというよりは、一つのリストの中

で、 
0:22:19 上限ごとの縦軸の中に、 
0:22:23 その類型分類の結果をお示ししたいなというふうに考えていて一つのリ

ストをイメージしておりました。 
0:22:31 古作です。そうすると、 
0:22:36 藤。 
0:22:41 構造説明としてはどっかに寄せるっていうこ等であって、寄せるもの 2

色をつける。 
0:22:50 でしたかね。 
0:22:53 はい。日本原燃清水です。はい。構造説明の観点は、どの条文で主に説

明するのかというところに色をつけると。 
0:23:03 さらに関連条文をまた、すいません、主要な条文は関連条文はオレンジ

色で示したいというふうに考えておりました。 
0:23:13 と、そこでそのオレンジ色っていうのは、 
0:23:19 代表としてその図面をつけるものじゃなくても、一通り間、’だったりが

つかないものっていうのは全部色をつけておきますっていうことです
か。 

0:23:36 日本原燃志水です。今のコサクさんのご質問は、そこ、別紙の構造類型
の中で類型化した際に、 

0:23:46 代表で説明されるものとその内数に整理されるものの関係の色分けのお
話をされたという理解でしょうか。知久コサクで違うくて、 

0:23:57 だいだい色にハッチングするって言ってる関連条文。 
0:24:01 っていうのは、何じゃらこいっていうただそれだけなんですけど。 
0:24:05 前、 



0:24:08 何らか、当然そのリストに入っているっていうのは、基準適合で説明が
されるわけで、 

0:24:16 主条文関連条文必ずあると思うんですけど、 
0:24:20 な、菅条文関係あるんだったらａなりビーチなりって、必ず入ってくる

と思うんですが、 
0:24:28 な、大体色に塗ってどういう意味ですか。 
0:24:33 はい。日本原燃清水です。 
0:24:36 だいだい色に塗るものにつきましては、 
0:24:43 関連条文で、その機器で敷設適合性説明をしなきゃいけないものをまず

オレンジになると思ってた、持っていました。その中で、 
0:24:53 コサクさんがご質問があった。 
0:24:56 すいません、ＡからＢ－ＤＡＳＨがついたものに対しても、オレンジの

色を塗るのかというご質問いただいてないです。 
0:25:07 る意味は何ですかって聞いてるんであって、 
0:25:09 はい、ぬるは日本原燃清水です。る意味としましては、 
0:25:14 俺ん青の主条文以外のオレンジ色も適合性説明が必要な条文であります

ので、それに関連する構造を説明するという意図でオレンジ色を塗ると
いう考えでございました。 

0:25:28 古作です。それで言うと、 
0:25:30 2 ページで書いてある、三つ目のレ点のＢワン’Ｂ津田修ビフォー％。 
0:25:39 いうもの以外は、岡、ダイダイ色に塗られますってことですか。 
0:25:45 はい。日本原燃清水です。はいその理解でございます。 
0:25:51 はい、わかりました。その上で 
0:25:56 申請書添付についている設備リストＮｏん丸三角みたいなのがＩｂ湾と

いうふうに書き換えられていくと。 
0:26:04 いうところ 
0:26:08 で、さらに色がつけられて、 
0:26:14 藤修条文と言っている青ハッチングのところ、 
0:26:21 各場での説明の集合体が整理をされ、 
0:26:25 その際に関連条文としてどういうものがあるかというのでの包含関係を

見て、サンプルに出す。 
0:26:36 ものっていうのがどんどん抽出されていくと。 



0:26:39 で、注意されていた結果、サンプルになるものは自分でやりますよ、説
明しますよっていうことですけど、 

0:26:49 それに包含その説明に包含してますっていうものは、どの説明で、 
0:26:55 包含してますよっていうものを、リンクを貼ると。 
0:26:59 いうことだったと思いますけどそのリンクは結局青ハッチングの条文の

ところで、 
0:27:07 関連させるん。 
0:27:09 ものというところなので一つの枠で説明し切る。 
0:27:13 ていうことでよかったですかね。 
0:27:19 はい。稲毛西井です。はい。菅関連性がはい青ハッチングのところで、 
0:27:24 お示しするということと、設備リストの、すいません前回別紙 
0:27:31 別紙 1 でつけたりその中で、さらに別のですね設備リストが一律足しま

して、 
0:27:37 別紙 2 のどの種項目で、それを累計して説明しているんだというひもづ

けもしようと思っておりました。 
0:27:45 はい、小崎です。それは残るんですよねっていう、別紙 3 のところに残

るんですよねっていう質問をしたんですけどそういう理解でいいです
か。はい。日本原燃志水です。その認識で問題ございません。 

0:28:00 はい、古作です。一応そのやりたいことはわかりました。 
0:28:04 多賀田尻が気にしていたところのその’で見分けできるのかっていうのは

色がつくつかないでわかりますよという答えなような気がしましたけ
ど。 

0:28:17 前回なり、会合での話としては条文ごとにリストを出しますということ
を、 

0:28:24 あったんですけど、 
0:28:26 共通 12 としてはまとまっててもいいとは思言いますが、 
0:28:33 そうした理由だったり介護をどうしますとかっていうのをちょっとお話

していただけますか。 
0:28:46 はい。日本原燃清水です。 
0:28:51 まずは、まとめた理由につきましては、 
0:28:56 やはり 
0:28:59 一つの機器に対して、それぞれ各条文でどういう等類型分類の結果にな

ったのか。 



0:29:09 ていうことをトータル見て見た上で構造説明をする必要があるというふ
うに考えまして、それをちょっと日英と、別紙 1 別紙 2 の両方の観点
で、 

0:29:22 整理しようと思ったときには、そういう整理が必要なのかなというのが
まず考えたところでございます。 

0:29:29 会合に向けてではございますが、すいませんまだちょっとそこがしっか
り、ちょっと私の中でも整理できてないところでございますが会合で市
田を、 

0:29:40 あの形で今後ご報告させていただきますというのは、前回の会合でご説
明しているところでありますので、 

0:29:48 会合 2－2 に向けたエビデンスとしましては、そういったものを共通の
参考なりで、 

0:29:57 その別紙 3 を、条文ごとに分類するとどうなるんだっていうのをちょっ
とお示しする必要があるのかなというふうに考えました。 

0:30:07 古作です。 
0:30:11 結局わあ、 
0:30:15 等、 
0:30:17 会合に出していただいた資料も、関連条文全部並べていて、そん時はル

ート型でしたけど、 
0:30:27 それの符号が変わるという古藤だけという意味では、 
0:30:34 何が違うかといえばその条文青ハッチングのもの。 
0:30:39 だけに抽出をしてあると。 
0:30:42 いうこと 
0:30:45 共通 12 の別紙 3 の加工品がそれぞれ部分集合として順次提示される

と。 
0:30:55 いうことになるのかなあと思いましたけどイメージはそういうことです

かね。 
0:31:01 はい。日本原燃清水です。はい。今おっしゃっていただいたイメージで

対応したいと思います。 
0:31:08 はい。補足です。そうする等、 
0:31:13 加工されるっていうことになるので、加工する際にはですね 
0:31:21 この間やられた通りだと思うんですけど、まずは当該条文と等価条文ハ

ッチングということで、抜き出す。 



0:31:28 いうことで、その際 2ａ、ｂワン’ＢＩＩ出すみたいなのはどうします。 
0:31:42 この間は確か入れてなかったんでしたよね。 
0:31:48 あれ、入れたんだけど符号付ついてないっていうことだったんでしたっ

け。 
0:31:52 はい。日本原燃志水です。前、今古作さんおっしゃっていただいた通り

入れたんですけども、久郷が今つけてなかったというのが前回の資料で
す。 

0:32:03 コサクですで、 
0:32:06 まずつけるつけないっていうのがありまして、もう一つはあまりその羅

列してるだけでもう非常に見づらいっていうこと。 
0:32:16 前回ヒアリングで申し上げたと思うんですけど、 
0:32:19 ここまで整理されているのであれば、青のやつを抜き出すとともに、そ

こからＡのもの、Ｂ湾のものＢＩＩのもの、Ｂ案’率、 
0:32:32 ’のものというようなところで、また 
0:32:36 仕分けをして表を作っていただく。 
0:32:39 それも並べかえとして、代表のもノー。 
0:32:44 の集合体に寄せて、 
0:32:46 いただくってすると、 
0:32:49 見やすい表になってくるかなと思うんですけどいかがですかね。 
0:32:55 日本原燃清水です。はい。今おっしゃっていただいたまとめ方をすると

より見やすくなるというふうに考えておりますので、ちょっとこのまと
め方の方をですねちょっと具体のものをお示ししてちょっと 

0:33:09 イメージのもとすり合わせていきたいと思います。 
0:33:14 はい、古作です。わかりました。そうするとＢＩｂスっていうのは、結

局その安重だよねＩＵだよねとかっていうので、何度出しても変わらな
いっていうようなことになるので、 

0:33:26 省略しますって言われても何となく納得感があるかなっていう気もする
ので、 

0:33:32 1 度出していただいて、そこら辺の認識合わせをしていければいいかな
と思いますのでよろしくお願いします。 

0:33:43 はい。稲毛シミズ了解いたしました。 
0:33:48 規制庁の舘です。今のやりとり聞いていてようやくイメージが少しわか

ってきたんですけど、 



0:33:54 ちょっと 1 点確認なんですけど 3 月 3 日にヒアリングしたときの表が後
ろにくっついてたやつの、左側にあったＡからＢ、Ｂ3Ｂ4 で書いてた欄
は、右側に溶け込むから消えるんですかねその場合に対策設備とか波及
影響とかの別を書いてた要素ってどっかに行くんでしたっけ。 

0:34:17 日本原燃清水です。 
0:34:19 今、右側に寄せることをイメージしてたんですけどそうすると、設計部

項目の内訳が、 
0:34:27 さらにこの条文の右側の表に書くことになってしまってわかりにくくな

るのでそこは、 
0:34:34 左側に残した方が表としては見やすいかなというふうに今ちょっと考え

ました。 
0:34:41 規制庁舘です。なんで前までＡからＢ4 の列があったところは、丸つい

てたところに溶け込む形になっていて、対象設備がどんな設備なのかっ
ていうところと、 

0:34:53 当概要設備の累計の話の欄っていうのは、何らかの要素でそこに残っ
て、今、見やすくする方法私を検討してるけどっていう形で情報として
は残るってことですかね。 

0:35:04 はい。日本原燃清水です。はい。情報としては残す方向では考えており
ます。 

0:35:10 コサクですそれ次話したかったんですけど、 
0:35:16 本当にそれで大丈夫っていうこと 
0:35:20 主条文について書けますっていうのはそれでいいと思うんですよ。 
0:35:25 なんですけど、それでいいと思うんですよ。関連条文にだって同じよう

に分類ありませんかと、いうことなんですね。具体イメージしようとす
ると、今日の 4 ページの別紙 1 のところを見てもらうと、 

0:35:40 Ａ、ＡＡってあっても、対策設備と対象設備と、 
0:35:46 ていう。 
0:35:47 色づけがあってですね。 
0:35:49 それを付記していたはずと。 
0:35:52 いうことなんですけどこれ条文によって違うじゃないかと。 
0:35:55 いうときに、 
0:35:57 関連条文についてどうしますっていうのは、どう考えますか。 
0:36:09 日本原燃清水です。 



0:36:13 ある部分ですね、関連市場部のことだけをちょっととらえてお話してま
したが、関連条文になると、 

0:36:22 区分が変わったりします。ですね、そこをまたすいません。 
0:36:32 左の中でそれぞれの条文ごとを書き足すと縦が増えていきますので、 
0:36:37 ちょっともう少し待ってちょっと考えたいと思いますが、 
0:36:42 どうしようかな。 
0:36:43 諏訪。 
0:36:44 はい、古作です。なんですよ。で、この細分化の項目って書く上具体に

どんなものありますと。 
0:36:54 いうこと 
0:36:57 違いが出るか出ないかっていうことと、あとはどう表現していくと良い

かということなんですけど、 
0:37:05 先ほどＢＩｂⅡのところは’つけるつけないというようなことがありまし

たけど、’というよりは、なんか丸数字だったリー。 
0:37:16 何、何か別の符号だったりというので、 
0:37:23 書いていただいてその符号って何っていう時に、 
0:37:27 ①だったら、この条文の①は、竜巻防護対策です。②は防護対象です

と。 
0:37:36 いうことでそれぞれの説明を一番最初の 
0:37:41 行なりに書いて、 
0:37:43 いただければ、一応表示にはなるかなと。 
0:37:48 思うんですけど。 
0:37:51 まず、 
0:37:52 Ａ一案で、思うところで言えばっていうことなんですけど、いずれにし

てもどんなものがありますかっていうことを踏まえてどこまで表さなき
ゃいけないかということかなと。 

0:38:04 日本原燃深浅ありがとうございます。ちょっと各条文のその設計項目の
分類もちょっと見据えて、 

0:38:13 上手くちょっと表現する方向今の丸数字であったりっていうのを使いな
がらなりを、ちょっと考えさせていただきたいと思います。 

0:38:22 はい。補足ですよろしくお願いしますその上で工事の無駄に何なりって
いうのは共通の話でしょうから、ここに書くというよりは 



0:38:31 左の欄に、ただ書くだけでもいいのかなと思いますので内容に応じて、
整理をして見てもらって、 

0:38:39 認識合わせられればと思います。 
0:38:54 とコサクですけど、別紙 3、 
0:38:58 なり、それに関連する別紙 1 だったりっていうところで、 
0:39:04 確認したいことが他にあれば言ってもらったらいいかなと思うんですけ

ど、ほかにありますか。 
0:39:22 コサクです。なさそうなので別紙 2 の関係で田尻さん、どうぞ。 
0:39:29 はい。規制庁舘です。別紙 2、江藤城井で 5 ページのところなんですけ

ど、まず前回の話あったところから条文があって基本設計方針と言って
も、共通的なところから第 2、第 2 章第 2 節か何かで書いてるところか
ら置かれてる。 

0:39:46 ので、そころ分けながら書きましたとかってのはいいんですけど、右側
のところになって恐縮なんですけどここって、何かもっとまとめて書か
ないみたいな話とかそもそも分ける意味ないんじゃないかとか話があっ
た気がするんですけど、ここは、 

0:40:00 何かまだ修正中ですかね、ちょっとどこまでがこれ、何か記載内容は精
査中ってあって、どこまでが整理されてるかわかんなかったんすけど。 

0:40:13 日本原燃清水です。 
0:40:15 今、田尻さんのご質問があった右側をまとめるというのは構造設計のと

ころの列のことでしょうか。 
0:40:23 規制庁谷井ですそうです。 
0:40:25 日本原燃清水です。そういう意味で言うと今の資料のステータスです

と、そのまとめた形はですねまだちょっとお示しできてなくて、 
0:40:33 3 ページ目でまとめますということだけしか書けてなくてそこのイメー

ジはちょっと、 
0:40:38 木曜日の資料提出に向けてこのイメージを今、整理しているところでご

ざいます。 
0:40:45 規制庁舘です。とりあえず認識だけ合わせておきたいんですけど、基本

的にはあまり細分化してこういうふうに分かれる形ではなくて、共通的
に書けるところは変えてくイメージでよかったですかね。 

0:40:56 はい。日本原燃清水です。はい。差分のところでも、共通的に書けると
ころは、まとめて結合してし、お示ししたいと思っておりました。 



0:41:08 はい。規制庁堀田です。 
0:41:10 この部分進捗はしてなさそうなんでちょっと 1 回すみませんであれば今

聞いても仕方が進んでちょっとだけ左に戻ってたんですけど、だけど本
文添付の流れで書いてたときに、前回も話あったんですけど、 

0:41:21 現状の申請書には書かれてないと思うんですけど結局設計上のこういう
事故っていうのと本文添付との関係を一応聞いておきたいんですけど、
これはここ今後書く内容と今書いてある内容になるんですかそれとも、 

0:41:35 何か今別枠で書いているものは結局どういう位置付けに最後になるんだ
っけ前回の若干復習になるんですけど、 

0:41:42 日本原燃清水です。設計上の入り、配慮事項のところは今の現状の申請
書でかけ十分かけてないので、ここを左の添付書類の設計方針の、 

0:41:54 構造設計のところに溶け込ませたいというふうに考えてはいるんですけ
ども、今はまず、必要な情報を、この整理の中では並べた上で、 

0:42:06 その次のステップとして申請書道徳小松っていう議論をちょっと整理し
ていきたいというふうに考えておりました。 

0:42:15 規制庁たりですなんで、とりあえず、設計上のこういう事項までのとこ
ろは、今現状どうかっていうので差分はあるものの、いずれにせよ申請
書に何かしら書くもので、かつ、今時点で情報として構造を示す意味で
示さなきゃいけないものを、概略というのが正しいのかわかんないんす
けど書いてこうとしてるとまず思っときゃいいすかね。 

0:42:37 はい。日本原燃清水です。はいそのご理解の通りです。 
0:42:45 はい。規制庁舘ですわかりました。ちょっとすみません行ったり来たり

で申し訳ないんですけど 3 ページのところに少し行かせていただいてた
んですけど、 

0:42:56 もうここのところでなんですけど、今言った周辺環境等のところでなん
ですけど、累計した設備の構造設計の差分に展開するためのインプット
となることからっていうので、差分の関係が明確になるように横に並ぶ
ように記載するっていう話で書かれてるけど、これってどういうイメー
ジでしたっけ、前回の時って 1 列でしたよね、多分。 

0:43:15 日本原燃清水です。 
0:43:17 これのイメージとしましては、前回お示しした事項ですと、 
0:43:22 設計上の配慮事項が複数ある場合は、一つのセルにまとめて書いて、 



0:43:29 横野能勢設計の説明とつなぐ繋がるんだという並びを関係性が並ぶよう
にお示しできてなかったので、その点はしっかり設計の配慮事項の項目
ごとに、 

0:43:42 一つずつ分けて、横の構造設計との横の関係をお示ししたいというのが
この記載の意図でございます。 

0:43:51 規制庁の田尻です。その通りなんですけど左側のこの類型或いは周辺環
境等とかの項目と、横、さらに横に出てくる構造設計の内容、 

0:44:02 ていうのは、結局両方申請書に書いてあるもの、すいませんちょっと関
係がわからなくなってたんですけど、横に並ぶようにっていうので関連
する項目で並べばいいと思うんですけど周辺か配慮事項っていうのは、 

0:44:15 割と大枠の設計方針みたいのが書いてあって、構造設計 2 とそれが具体
化されるんですかね。 

0:44:23 はい。日本原燃志水今、資料として、お思いとしてはそういうふうに、
資料の作り込みたいと思ってて、ちょっと記載、思いとしてはそういう
ふうに、 

0:44:34 企業体は、それに追いついてるのかってのはちょっとＳＵＲＣしっかり
必要なところでございます。 

0:44:42 はい。規制庁の田尻です。どこにどういった情報を入れるカーの整理に
はなると思うんですけど、結局、その右側のところに出てくる個別の設
計のところで、 

0:44:54 今、もともと 5 ページに書いてあるようなやつでもう割となんか肥田梨
衣。 

0:44:59 と、たまに何か詳細情報書いてるやつがいるんですけど左と何かあまり
変わらない情報が何か書いてあるときとかがあるんですけど、 

0:45:06 この資料に置いて、何まで具体化しようとしてるかっていうと何かパラ
メータチックな話も所々書いてあるんすけどそういう話書こうとしてる
んですかね、何の情報を構造設計で入れていこうとしてるかなんですけ
ど。 

0:45:26 日本原燃清水です。 
0:45:28 構造設計の中では、具体の数値といいますかパラメーターみたいなとこ

ろまでは書く。 
0:45:38 方針ではなくて、 



0:45:40 あくまでもそういう設計上配慮事項制限、制約事項みたいなのに対して
それを、 

0:45:46 土下座具体の構造で対処したのかっていう考え方をお示ししたかったも
のでして、 

0:45:52 パラメータというところまでは、すいません書かないようにしたいと思
っておりました。 

0:45:57 はい。規制庁谷です。なんであの周辺環境とかってやつ設計としてどう
やっていきますよ。いや前のやつ今 5 ページで示されてるやつなんです
けど構造設計のところで、 

0:46:08 上に共通的な設計方針みたいないってそこにさらに個別にぶら下げます
って言って詳細をやってたので、その上に分書いてあるやつとその横に
書いてある周辺環境ってやつがまた同じ内容にならないかなと思って聞
いてはいたんですけど。 

0:46:21 今のお話だと周辺環境とこに書いてあるのが、共通的などういうふうに
設計しますよって話が割合書いてあって、構造設計のところは、図面で
具体にこういうふうになってますよっていう図で示すもの。 

0:46:34 イメージが置くような文言をここに書いてあると、とりあえず思えばい
いですかね。 

0:46:42 やっぱり日本原燃清水です。はい構造設計のところについては、 
0:46:47 はい具体にここ、この後で出てくる構造概要でご説明したいこと、も

う、しっかりこの表の中で、 
0:46:56 趣旨をお示ししたいというふうに考えておりました。 
0:47:01 すいません、カミデですけど。 
0:47:04 構造設計のところａｂ建屋とかＡＢＣ建屋の 5 番とかで欄を作っちゃう

と、たまたま竜巻だから、これぐらいい。 
0:47:15 の表で収まっている気はするんですけど、 
0:47:19 配信だとか在庫だとか他の条文行ったときに、メッシュで分けちゃうと

大変なことになりそうな気がするんですけど、何か見通しとか、 
0:47:33 あ、すいませんコサクです。 
0:47:37 まず、前回言った通りこれー、構造設計横軸これ並べるのは、まず、サ

ンプリングの考えからありえなくて、 
0:47:49 今上出が言った通りではあるんですけど、今、登場人物全部並べた上で

同じです。同じですって書くような感じになっちゃってるけど、 



0:47:58 累計として、 
0:48:00 集合体が 100 個になったら横軸 100 になりますけど大丈夫ですかってい

う。 
0:48:05 古藤だと思うんですよ。 
0:48:07 そんなわけはないと。 
0:48:11 思うんですけど、結局、サンプリングしたものをどう表すかじゃないで

すか。この 1、表は、 
0:48:22 防護盤については一つの表にあらわせます。で、5 番についてサンプル

数が五つになりましたので幾つ横に並べましたっていう、今、作りにな
ってる。 

0:48:33 4 に感じるんですけどまず現状の理解はそうですかね。 
0:48:38 はい。日本原燃志水です。現状整理はそうでしてどちらかというとこち

らの今お示ししているものは、 
0:48:47 どちらかというと、何かの整理の過程のものの何ですかねイメージが強

くて、これをしっかり類型化して、おっしゃる通り、 
0:48:57 サプリん母数が多いと横にすごくなりますのでそこは最終的にはまとめ

てお示しするのが最初はアウトプットだと思っておりました。 
0:49:09 はい、古作です。そうしたときにはこの構造設計って、一つの欄でよく

て、 
0:49:18 この項目はどのサンプルで説明するものです。 
0:49:24 通番の何番見てください。 
0:49:27 というぐらいで十分であって内容はもう配慮事項のところを見ればわか

ると。 
0:49:32 いうぐらいかなあと思ったんですけどどうなんですかね。 
0:49:38 日本原燃清水です。構造設計を類型化してご説明しますというところで

すのでおっしゃる通り、構造設計の率は一律になってその差分の説明の
中で、差分がある系機器はこの概要図を使って説明するとか、 

0:49:52 ていうのを何個かを縦に書いていくという整理でまとめていきたいと思
います。 

0:50:00 はい。補足ですで、今の差分っていう話でいうと、 
0:50:05 今日のやつだと、上から 4 行目ぐらいですかね、まだ集約できてないの

か。 
0:50:14 差分があるからなのかよくわかりませんけど点線で囲ってる部分。 



0:50:20 どころの料理の仕方っていうことだと思うんですけど、これもただ並べ
るというよりは主に説明するのは、基本こういうもので、 

0:50:31 ただ、こういう違いについてはこう対応してますということで、その関
連性がわかるように、 

0:50:39 厳重に書いていくと。 
0:50:41 横に並べるというよりは順々に書くということで説明されたと理解をす

ればいいですか。はい。日本原燃、清水です。現状そうなっておりませ
んけども、そこを目指したいというふうに考えておりました。 

0:50:57 はい。補足です。それは違いの理由みたいなのも書いていただくと、 
0:51:04 基本はそうなんだけどこういう場合はこうなのねと、非常にわかりやす

くなり、あと、前回も少しお話しましたけど、複数の図面で同じような
ことの説明があったりなかったりっていう、 

0:51:17 ところありましたけど、こちらで主に説明するのがどこだよと。 
0:51:22 いうことがわかれば、それ以外は、 
0:51:26 個別部分的なほそ食うをするための図面でやってっていうことだから、

主なやつで説明したものは書いてませんと。 
0:51:36 いうことはこちらを見てわかるということかなと思いましたけどそれで

いいですかね。 
0:51:43 はい。日本原燃清水です。はい。 
0:51:46 はい。今小崎さんおっしゃっていただいたように主で説明するもので、

概要図の方も、それは代表をもって説明して、その関係性は、 
0:51:55 別紙 3 の中田なりで関係性が見えるようにしたいと思っております。 
0:52:00 はい。補足ですでそうすると、前回、 
0:52:04 説明で、クリアランスの話をしてたようなときに、 
0:52:10 それはこっちの対応でとかっていうので飛び飛びになったりしましたけ

ど、基本は図面としては同じ場所で 1 時金見れて要求事項は各表からか
もしれませんけど、 

0:52:22 概念としてはなるべく同じ場所で見れるようになってくるのかなあと思
います。だけど、 

0:52:30 合ってますかね。 
0:52:32 はい。日本原燃清水です。はい。そのように、 



0:52:35 したいと思ってまして。さらにクリアランスに対しても、対処の仕方が
異なるんであれば、それごとにちょっと、はい。どういう対処をしてる
のかっていうのをしっかりお示ししたいと思います。 

0:52:50 はい。補足ですす。 
0:52:52 ある程度気にしてたところは認識いただいてるようなので、 
0:52:59 カミデさん、田尻さんにお戻しします。 
0:53:04 カミデですけど私は話ししたいところを今してもらったので大丈夫。 
0:53:10 田尻ですけど自分も一番最初で集約してないっていうところの話、解決

いただいたので、それでいけるかなと。 
0:53:19 そうですね違う。さっき別紙 3 のところと、図をリンクさせるような話

が出たんですけど別紙 3 のところで条文が書かれていてで、図はどこで
使うっていう話があるので、 

0:53:32 そこを追っていけばいけるって話ですよねなんか別紙 3 にずっと働くわ
け、番号だったら口話じゃないですよね。 

0:53:38 日本原燃清水はいすいません。私の説明が下手くそではい。図別紙 3 水
野伴をずらずらかというわけではなくて、 

0:53:46 どの分類にこの基金おさまっているのかという、類、別紙 2 の類型の分
類を示すということを言いたかっただけでございます。 

0:53:56 はい。市長当日わかりました。 
0:53:59 とりあえず、出てきたものが見れるような気がしてきました。はい。10

分以上です。 
0:54:06 コサクです。最終確認できたところですけど、別紙 2 っていうのはどう

いう単位でまとめるか、なんですけど。 
0:54:14 今のやつだと防護盤とか、 
0:54:22 な条文の中で、 
0:54:26 グルーピングをし、 
0:54:29 したものだけど、サンプル 1 個ずつではないという中間的な、つかな感

じだったんですけど、 
0:54:40 そういう理解でいればいいんですかね。 
0:54:48 日本円熱心でちょっと私がちょっと今のご質問にちょっと含めてないか

もしれないんですけども、コサクです。もうちょっとわかりやすく言う
と、 



0:54:58 条文との対応関係、或いはその基本設計方針との対応関係っていうと、
防護盤だけじゃなくて防護扉だって、固縛であって、全体入ってくるじ
ゃないかと。 

0:55:12 網羅的に基本設計方針の対応を説明しようとすると間にその固縛装置だ
ったり、扉だったりってのが入ってくるんですけど、 

0:55:21 入ってきた上で、これはこの設備が対応しますということで入れ込んで
書いていくのか。 

0:55:29 分割していってここは 5 番の関係じゃないので、説明省略しますってい
うことで、分けていくのか、どっちですかっていうことです。 

0:55:41 日本原燃志水です。 
0:55:43 基本的にははＡとＡと分けて今整理しようと思っています。飛来物のオ

ーバーだったりという分類を分けるなり、 
0:55:55 固縛の話であれば、ＳＡの可搬の設備の、 
0:56:00 ＳＡの類型分類の中で、施工説明の後説明してきますのでそういうので

散っていくと、分かれていくという理解です。 
0:56:13 古作です。分かれていく場合にはその分け方の範囲ってどうしますかと

いうことと、等、 
0:56:22 網羅性の説明がまた別途必要になると、いうことなんですけどその対応

どうしますか。 
0:56:34 杉。日本原燃清水です。 
0:56:38 基本設計方針の網羅性というところで言いますと、 
0:56:45 ちょっと今のその別紙 3 のリストでは、ちょっとウェイ的にはわからな

いんですが、 
0:56:51 その基本設計方針を受ける設備の設備に着目した分類の方は、 
0:56:58 最終的に別紙 3 のリストの中で、どうもすみませんコサクです。ちょっ

と意味が違くて、構造設計の説明の網羅性です。 
0:57:08 日本原燃清水です。 
0:57:10 そういう意味でいきますと、構造設計の説明の網羅性の点については、

最終的にはこの別紙 3 の中で 2 の、 
0:57:21 整理した結果の情報も入れて、 
0:57:24 行動すいませんコサクです。別紙 3 の中でって言われちゃうと別紙 3 が

本当に網羅してるのかという 
0:57:31 説明できないので、 



0:57:33 基本設計方針の対応として漏れがありませんよと。 
0:57:37 いうことで言っていただかないといけないっていうところなんです。

で、それによって、別紙 3 を踏まえて抽出されたサンプルの説明で、 
0:57:47 全部がはまっていれば、 
0:57:49 説明は十分、 
0:57:52 抜けがとられましたねと。 
0:57:54 具体の下で、このサンプルで良いのって意味では別紙 3 のそれに紐づい

ている設備を見て確かに同じ対応でいいねと。 
0:58:04 いう確認がとれるっていうのでセットできると。 
0:58:08 いうことなので、分けた場合にはこの縦軸について説明がし切れている

かと。 
0:58:16 で、5 番であれば防護扉みたいなものについては説明が入ってないわけ

で、 
0:58:22 それはそ、防護扉の方でちゃんと説明が入ってますよねと。 
0:58:27 いうようなところの確認を、 
0:58:29 潰し込みをしていかなきゃいけないと。 
0:58:31 いうことなんですけど、ご理解いただけました。 
0:58:35 はい。日本原燃志水です。小坂さんの質問の意図でいいますかご指摘の

意図は理解しました。 
0:58:43 それを、どの、 
0:58:46 どのようにちょっと網羅性を示しするか、すいません、ちょっと今一度

ちょっと考えさせていただきたいと思います。この基本設計方針各条文
の基本設計方針が、 

0:58:59 それぞれ切って説明するのはそれを、とうい本当に抜けがないのかって
いう剣山じゃないですけども、 

0:59:06 それをするツールがある新たに作らなきゃいけないのかどうかちょっと
考えさせていただきたいと思います。 

0:59:13 はい。補足です。一つの例として言うと、 
0:59:17 この縦軸を一つ一つちゃん、今、ござって固まって基本設計方針の方書

いちゃってますけど、 
0:59:25 分けていって、説明がないものについては、別の防護扉だったら防護扉

の表があるわけで、 
0:59:35 大南を防護扉にて対応してます。 



0:59:40 いうことを付記することでそれぞれの表の中で、 
0:59:44 一応その漏れないよっていうことは表現できると。 
0:59:47 いうところだと思います。 
0:59:50 一方で 
0:59:54 それぞれにやるのはやり過ぎ感があるというか大変だということであれ

ば、別の表を、 
1:00:00 作って網羅性のためにこの部分は、大南票 3 票で対応してますここは何

票なって対応してますと。 
1:00:07 いうリストを作るというのも一つのて、 
1:00:10 ですし、どうやるかは皆さんでご検討いただければ 
1:00:16 日本原燃清水です。アドバイスありがとうございます。 
1:00:20 はい。ちょっと同意。 
1:00:22 どちらがどういったまとめ方がちょっと効率的にお示しできるかという

のをちょっと再検討させていただきたいと思います。 
1:00:43 規制庁清水です。他、規制庁側から確認ございますでしょうか。 
1:00:52 どうか。 
1:00:54 藤さん、ごめんなさい、規制庁タジリなんですけど、木曜日って、何が

出てくることになるんでしょう結局、 
1:01:07 人間でシミズする、木曜日、お示ししたいと考えてたのが、 
1:01:14 まずは飛来物防護盤の鋼材のものと、鉄筋コンクリート造のものを、こ

の神戸市の構造設計、 
1:01:25 このホームに落として、 
1:01:28 で、最終的にどう累計するのかというところをお示ししたいという目的

が一つございました。 
1:01:36 あとは、今ご指摘いただいた別紙、 
1:01:41 3 のイメージであったりを、もうちょっと具体的にお示ししたいと考え

ているという辺を、木曜日の資料の中でお示ししたいと考えておりまし
た。 

1:01:54 今、コサクさんからいただきました基本設計方針の網羅性を造シミズか
もう少しちょっと考えさせていただきたいと思います。 

1:02:03 規制庁舘です。別紙の 2 は防護板俺に、別紙の 1 と 1 は全体だけど 1 と
か 3 に関しては、もうちょっと幅広いところが確認できるぐらいのもの
が、とりあえず見れると思えば、小野瀬さんの場合は置いとくとして、 



1:02:20 はい。日本原燃清水です。別紙 3 の部分がですね。 
1:02:27 松田。 
1:02:29 今、竜巻の別紙に、説明しようと思っているものを題材にしてですね別

紙 3 度お示ししようとしているのかという、まずそこのまず方向性をお
示しさせていただいた上で、 

1:02:42 次の段階で全体をお示ししたいというふうに考えております。 
1:02:46 状態ですんで、開放のときにもある程度抜粋しながらみたいなやつをと

りあえず防護板抜粋しながらやるとこんなイメージで別紙 3 出てきます
よっていうのがとりあえずついてくると思えばいいですかね。なんだ
の、全部の設備をつけるわけじゃなくてあくまで別紙 2 を動いた例にと
ってやるので、それと関連づくような別紙 3 っていうのはこういうふう
に書かれてる形になるんですっていうのが見える。 

1:03:09 はい。そこを目指してはい資料を準備したいと思っておりました。 
1:03:14 規制庁鳥井です。別紙 1 も同じになるんですかね。安倍ＣＴＯ機器数と

かだけ書いてあるような形にはなると思うんですけど。 
1:03:21 別紙一番は、すいません日本原燃シミズ別紙 1 は竜巻部の整理した 
1:03:28 結果今ちょっと、 
1:03:29 何ていうか、この資料の 4 ページ目に示しているような竜巻分はＡから

Ｂ1Ｂ、Ｂ、Ｂ4 までお示ししたいと思ってまして、別紙 3 のところが、 
1:03:43 そのうちのＡに分類される対策設備のところを題材にとって、別紙 3 ど

うまとめるんだという方向性をお示ししたいというふうに考えておりま
す。 

1:03:54 はい。規制庁舘です。いずれ木曜日の段階で具体にどう書かれるのかっ
ての見えた形になるとは認識したので、今課題等でありがとうございま
す。 

1:04:08 根井町シミズそっから全体を通して規制庁側から確認ございますでしょ
うか。 

1:04:17 よろしくお願いします。コサクです。 
1:04:21 一通り作業としては、大徐々に明確になってきたかなとは思うんですけ

ど、途中でその会合においてはリストをどうしますかっていう話もしま
したが、 

1:04:34 別紙 2 の部分もう会合としてはどうしますかというのが少し気になると
ころがあるので、 



1:04:41 また、 
1:04:42 次の段階での資料提示において、そういった辺りお話をできればなと。 
1:04:48 思ってますけど。 
1:04:51 いっそのこと別紙 2 そのものもこないだのリストと同じようにですね、

つけてしまって、なので、 
1:04:59 本体のパワポの資料では、 
1:05:03 ポイントだけ抜き出して説明できればっていうこともありかなと思いま

すので、 
1:05:09 検討をお願いします。もし今何かイメージがあれば、お話しいただけれ

ば。 
1:05:19 ｉＰｈｏｎｅＡＦＣです。 
1:05:22 介護の資料のところにつきましてはすみません、正直なところこれから

今考えたいと思っていたんですが、今コサクさんからアドバイスいただ
いた点、別紙 2 のところは、飛来物防護盤のところを題材に、 

1:05:35 受けて、それを本文のパワポのところで、 
1:05:38 まとめてどう示すんだというところを、今後、介護処理の更新のところ

でお示ししていきたいと思っております。 
1:05:48 はい。補足です。また引き続きよろしくお願いします。 
1:05:56 はい、規制庁シミズほか全体通して規制庁側から確認ございますでしょ

うか。 
1:06:04 しければ当原燃側から振り返り。 
1:06:07 と、今後のスケジュールについて説明お願いします。 
1:06:14 はい。日本原燃清水です。 
1:06:17 まずは、別紙 2 の構造設計の整理表ですけども、 
1:06:25 単純に機器を並べてやるものではなく、類型を意識しまして、一律で、 
1:06:32 まとめてちょっと整理するというところのイメージ。 
1:06:36 をしっかり整理しまして、木曜日の資料提出の方に、その具体のものを

お示ししたいと。 
1:06:42 いうふうに考えております。加えて別紙 3 の設備リストのところですけ

ども、 
1:06:49 何か、 



1:06:54 関連上部の設計項目をどうのところの分類をどう示すんだというところ
も、ちょっともう少し検討しまして、その具体のところ、示し方の方
を、 

1:07:06 はい。木曜日の資料の方でお示ししたいと、いうふうに考えておりま
す。 

1:07:11 あとは、我々が今考えているやり方でやったときに、基本設計方針の構
造設計の部分が漏れなく全体、ちゃんと説明できてるのかっていう網羅
性の部分。 

1:07:21 につきましてはもう少しちょっとお時間いただきまして、どのようにお
示しするのかというのをちょっと検討しまして、 

1:07:29 また別途ちょっと、共通 12 の資料なのか、今回のようなパワーポイン
トのような形で、対応方針みたいな形でちょっとお示しするのかをちょ
っと考えて、またスケジュールの中でご説明させていただきたいという
ふうに考えて、 

1:07:44 おりバス、 
1:07:45 はい簡単ですが以上でございます。 
1:07:51 はい。規制庁吉見です。それでは全体を通して他規制庁側から何か確認

ございますでしょうか。 
1:08:01 例年側も特によろしいでしょうか。 
1:08:03 はい。日本原燃特にございません。 
1:08:07 それでは本日は非常に合格以上かと思いますので、 
1:08:14 ヒアリングを終了したいと思います。本庁側で録音の提出をお願いしま

す。 
 


